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▔国
民
年
金

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
等
の
提
出
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
１
年
間
（
平
成
30
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
）
の
納
付
額
を
申
告

す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
保
険
料
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
控
除
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら

10
月
１
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
本
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た

は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
9
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か

け
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
一
部
の
方
に
は
、
11
月
中

旬
に
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
10
月
２
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納
め

ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
２
月

上
旬
に
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保

険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
し
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
年
金
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０

４
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に

　
な
る
場
合
は
、
☎
０
３（
６
６
３
０
）２

　
５
２
５
へ

年
金
事
務
所
で
は�

�

年
金
の
予
約
相
談
を�

実
施
し
て
い
ま
す

　
年
金
相
談
を
よ
り
丁
寧
で
効
率
的
に
対

応
す
る
た
め
、
年
金
相
談
の
予
約
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
事
前
予
約
を
す
る
こ

と
で
、
都
合
に
あ
わ
せ
て
ス
ム
ー
ズ
に
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
、
相
談
内
容
に
あ
っ

た
対
応
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

予
約　
予
約
希
望
日
の
1
か
月
前
か
ら
前

日
ま
で
に
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７

０（
０
５
）４
８
９
０
へ
電
話
予
約

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に

　
な
る
場
合
は
、
☎
０
３（
６
６
３
１
）７

　
５
２
１
へ

問
合
先　
堺
西
年
金
事
務
所

　
　
　
　
☎（
243
）７
９
０
０

▔税
泉
大
津
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明
会

日
時
・
場
所

▼
11
月
19
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
〜
３

　
時
15
分
・
和
泉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー
（
３
階
）

▼
11
月
20
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
〜
３

　
時
15
分
・
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
（
１
階
）

■
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

日
時
・
場
所

▼
11
月
19
日
（
月
）
午
後
３
時
30
分
〜
４

　
時
30
分
・
和
泉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　
タ
ー
（
３
階
）

▼
11
月
20
日
（
火
）
午
後
３
時
30
分
〜
４

　
時
30
分
・
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
（
１
階
）

問
合
先　
泉
大
津
税
務
署

　
　
　
　
☎
０
７
２
５（
３
３
）５
６
０
１

ス
マ
ホ
で
確
定
申
告
が�

可
能
と
な
り
ま
し
た

　
平
成
31
年
1
月
か
ら
、
所
得
税
の
確
定

申
告
は
ス
マ
ホ
で
の
手
続
き
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
ス
マ
ホ
で
の
手
続
き
に
は
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
全
国
の
税
務

署
で
即
日
発
行
で
き
る
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
お
近
く
の
税
務
署
へ
免
許
証
等
の

本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
泉
大
津
税
務
署

　
　
　
　
☎
０
７
２
５（
３
３
）５
６
０
１

市 役 所 か ら の  
お 知 ら せ

お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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個
人
事
業
税
の�

納
付
を
お
忘
れ
な
く

■
第
２
期
分
納
期
限
…
11
月
30
日
（
金
）

　
８
月
に
第
1
期
分
と
ま
と
め
て
送
付
し

ま
し
た
第
2
期
分
の
納
付
書
で
、
個
人
事

業
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
第
２
期
分
の
納
付
書
が
見
あ
た
ら
な
い

場
合
は
、
泉
北
府
税
事
務
所
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
（
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
て
い

る
方
及
び
年
間
の
税
額
が
１
万
円
以
下
の

場
合
は
、
第
2
期
分
の
納
付
書
は
あ
り
ま

せ
ん
）
。

　
個
人
事
業
税
の
納
付
用
紙
の
う
ち
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収
納
用
の
バ
ー
コ

ー
ド
の
印
刷
が
あ
る
も
の
（
30
万
円
以

下
）
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
納
付
に
は
便
利
で
安
心
・
安
全
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
泉
北
府
税
事
務
所　
　
　
　
　

　
　
　
　
☎
（
238
）
７
２
２
１

土
地
・
家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
場

合
は
申
告
が
必
要
で
す

　
土
地
・
家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
場
合

（
自
宅
の
敷
地
の
一
部
を
貸
駐
車
場
に
変

更
し
た
場
合
や
店
舗
か
ら
住
宅
に
変
更
し

た
場
合
な
ど
）
は
、
住
宅
用
地
の
認
定
の

変
更
に
よ
り
、
土
地
の
税
額
が
変
わ
る
場

合
が
あ
る
た
め
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

住
宅
用
地
の
特
例
適
用�
�

（
住
宅
建
て
替
え
時
）

　
平
成
31
年
の
賦
課
期
日
（
１
月
１
日
）

現
在
に
お
い
て
住
宅
を
建
て
替
え
中
の
前

年
度
住
宅
用
地
で
あ
っ
た
土
地
で
、
次
の

①
〜
③
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
土
地

の
所
有
者
の
申
請
に
よ
り
、
引
き
続
き
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
住
宅
用
地
の

特
例
対
象
と
な
り
ま
す
。

①�

平
成
31
年
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
住
宅

建
設
の
基
礎
工
事
等
に
着
手
し
て
い
る

こ
と
。

②�

建
て
替
え
前
の
敷
地
と
原
則
と
し
て
同

一
の
敷
地
で
あ
る
こ
と
。

③�

土
地
及
び
住
宅
の
所
有
者
が
平
成
30
年

と
平
成
31
年
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
、

原
則
と
し
て
同
一
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、

土
地
と
住
宅
の
所
有
者
の
同
一
性
は
問

い
ま
せ
ん
。

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

償
却
資
産
の
実
地
調
査
を
行
い
ま
す

　
償
却
資
産
の
適
切
な
把
握
に
努
め
る
た

め
、
随
時
実
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
対
象
と
な
ら
れ
た
方
に
は

あ
ら
か
じ
め
通
知
を
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
時
に
用
意
し
て
い
た
だ
く
書
類

①
直
近
の
決
算
書
・
確
定
申
告
書

②
減
価
償
却
明
細
書
・
固
定
資
産
台
帳

③
リ
ー
ス
契
約
書
や
工
事
見
積
書　
等

問
合
先　
税
務
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
１
０
９

▔国
民
健
康
保
険

保
険
料
は�

被
保
険
者
と
な
っ
た
月
か
ら

　
保
険
料
は
被
保
険
者
と
な
っ
た
月
か
ら

か
か
り
ま
す
。
被
保
険
者
と
な
っ
た
月
と

は
、
市
に
被
保
険
者
の
届
出
を
し
た
と
き

で
は
な
く
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き

た
日
、
あ
る
い
は
職
場
の
健
康
保
険
を
や

め
た
日
な
ど
、
加
入
資
格
の
発
生
し
た
日

で
す
。
届
出
は
14
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
遅
れ
る
と
、
保
険
診
療
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
保
険
料
を
遡
っ

て
（
最
高
２
年
分
）
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４

保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
を

　
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
的
に
指

定
し
た
口
座
か
ら
自
動
的
に
月
々
の
保
険

料
が
引
き
落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
で
お
支

払
い
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
ご
利
用
が
ま
だ
の
方
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
健
幸
づ
く

り
課
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
か
、
通

帳
・
通
帳
届
出
印
・
保
険
証
を
持
っ
て
指

定
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
の
各
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
７
４
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▔各
種

3
種
混
合
2
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
３
種
混
合
２
期
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
）
予
防
接
種
は
、
乳
幼
児
期
に
実
施
し

た
３
種
混
合
（
ま
た
は
２
種
混
合
）
予
防

接
種
で
得
た
免
疫
を
よ
り
強
固
に
す
る
た

め
に
行
い
ま
す
。
ま
だ
接
種
を
受
け
て
い

な
い
方
は
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

場
所　
市
内
指
定
医
療
機
関
（
要
予
約
）

対
象　
市
内
在
住
の
11
歳
〜
12
歳
の
方

内
容　
沈
降
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ト

キ
ソ
イ
ド
0.1
ｍ
ｌ
を
１
回
皮
下
注
射

※
他
の
予
防
接
種
を
受
け
る
際
は
６
日
間

　
以
上
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

問
合
先　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
　
　
　
☎
（
267
）
１
１
６
０

高
石
健
幸
リ
ビ
ン
グ
・
ラ
ボ�

�

「
親
子
の
お
掃
除
お
片
づ
け
」

　
子
ど
も
が
自
ら
行
動
し
、
自
分
の
生
活

空
間
を
心
地
良
い
も
の
に
整
え
る
方
法
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
12
月
16
日
（
日
）
①
午
後
1
時
〜

2
時
30
分
、
②
午
後
3
時
〜
4
時
30
分

場
所　
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
（
1
階
）

対
象　
小
学
生
と
保
護
者

募
集　
各
5
組

参
加
費　
無
料

申
込
・
問
合
先　
高
石
健
幸
リ
ビ
ン
グ
ラ

ボ
運
営
事
務
局
☎（
242
）３
９
２
７
へ

が
ん
検
診
・
特
定
健
診
の�
�

振
替
実
施
に
つ
い
て

　
台
風
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
９

月
30
日
の
が
ん
検
診
・
特
定
健
診
を
振
替

実
施
し
ま
す
。

日
程　
12
月
16
日
（
日
）

場
所　
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

■
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

料
金　
い
ず
れ
も
５
０
０
円

申
込　
11
月
30
日
ま
で
（
月
〜
金
曜
日
、

午
前
9
時
〜
午
後
５
時
30
分
）
に
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
課
☎（
267
）１
１
６
０
へ
電
話

申
込

■
特
定
健
診

料
金　
無
料

申
込　
当
日
の
午
前
9
時
15
分
〜
11
時
30

分
に
直
接
会
場
へ

問
合
先　
健
幸
づ
く
り
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
３
８
１

台
風
で
発
生
し
た
ご
み
（
飛
来
物
・

瓦
等
ガ
レ
キ
）
の
回
収
は
、
11
月
16

日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す

　
台
風
21
号
に
よ
り
発
生
し
た
ご
み
（
飛

来
物
・
瓦
等
が
れ
き
）
の
回
収
は
、
11
月

16
日
（
金
）
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
ま

だ
回
収
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
生
活
環

境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
ご
み
を
出
さ
れ
る
場
合
は
、

次
の
内
容
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
台
風
で
発
生
し
た
ご
み
を
出
さ
れ
る
際

　
の
手
順
と
注
意
点

▼
生
活
環
境
課
へ
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

　
号
・
ご
み
の
種
類
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
貼
り
紙
等
で
「
台
風
ご
み
」
と
表
示
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
で
き
る
だ
け
分
別
を
し
て
、
回
収
し
や

　
す
い
状
態
に
し
て
く
だ
さ
い
。
分
別
方

　
法
は
、
が
れ
き
（
瓦
・
ス
レ
ー
ト
等
）
、

　
可
燃
物
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
木
の
枝　

　
等
）
、
不
燃
物
（
ト
タ
ン
等
）
で
す
。

▼
道
路
交
通
の
支
障
に
な
ら
な
い
よ
う
に

　
し
、
風
で
飛
散
し
な
い
な
ど
の
対
策
を

　
施
し
、
自
宅
前
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
台
風
に
関
係
の
な
い
自
宅
か
ら
の
ご
み

　
は
、
絶
対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
事
業
所
の
自
己
の
建
物
、
設
備
等
の
ご

　
み
に
つ
い
て
は
、
自
己
処
理
を
お
願
い

　
し
ま
す
。

※
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
11
月
16
日
ま
で

　
に
台
風
21
号
に
よ
り
発
生
し
た
ご
み
を

　
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
生
活

　
環
境
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
台
風
に
よ
り
一
部
損
壊
し
た
住
家
等
の

修
繕
工
事
や
解
体
工
事
を
業
者
に
依
頼
さ

れ
る
際
の
注
意
点

　
工
事
に
伴
い
不
要
と
な
っ
た
瓦
、
レ
ン

ガ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
は
、

廃
棄
物
処
理
法
の
規
定
に
よ
り
施
工
業
者

（
元
請
業
者
）
が
処
理
す
べ
き
産
業
廃
棄

物
と
な
る
た
め
、
一
般
廃
棄
物
と
し
て
市

で
は
引
き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
業

者
に
工
事
を
依
頼
さ
れ
る
際
は
、
業
者
に

対
し
て
「
業
者
が
責
任
を
持
っ
て
廃
棄
物

を
処
理
す
る
こ
と
」
を
事
前
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
５
４

有
料
普
通
ご
み
処
理
券
・
粗
大
ご
み

処
理
券
取
扱
所
の
指
定
解
除

　
次
の
事
業
所
に
つ
い
て
ご
み
処
理
券
取

扱
所
の
指
定
を
解
除
し
ま
し
た
。

■
鈴
木
酒
店
［
加
茂
１
‐
13
‐
25
］

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス



9	 きらり -TAKAISHI-　2018.11 	 2018.11　きらり -TAKAISHI-	 8

野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
前
に

　
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
て
残
っ
た
エ
サ

や
ト
イ
レ
の
片
付
け
を
し
な
い
。
こ
の
よ

う
な
場
合
、
散
ら
か
っ
た
り
悪
臭
が
発
生

し
、
周
囲
の
方
の
迷
惑
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
た
、
不
妊
去
勢
手
術
を
受
け
て

い
な
い
野
良
猫
に
、
エ
サ
を
与
え
る
と
子

猫
を
た
く
さ
ん
生
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

不
特
定
の
方
か
ら
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
は
、

猫
の
健
康
面
か
ら
も
良
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
エ
サ
を
与
え
る
前
に
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
生
活
環
境
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
６
６

共
に
生
き
る
障
が
い
者
展

日
時
・
内
容　
11
月
17
日
・
よ
し
も
と
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
所
属
の

芸
人
濱
田
祐
太
郎
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ

ョ
ー　
ほ
か
、
18
日
・
Ｉ
Ｔ
機
器
展
２
０

１
8
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
生
活
展

な
ど
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ビ

ッ
グ
・
ア
イ
」
［
泉
北
高
速
鉄
道
「
泉
ヶ

丘
」
駅
下
車
、
２
０
０
ｍ
］

入
場
料　
無
料

問
合
先　
府
民
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ピ
ピ
ッ
と
ラ
イ
ン

　
　
　
☎
０
６
（
６
９
１
０
）
８
０
０
1

「
障
が
い
者
作
品
展
」�

�

　
　
　
出
展
作
品
を
募
集

　
障
が
い
者
（
児
）
の
社
会
参
加
の
促
進
、

創
作
活
動
の
奨
励
や
健
常
者
と
の
ふ
れ
あ

い
を
目
的
に
、
市
役
所
1
階
で
行
わ
れ
る

障
が
い
者
作
品
展
（
12
月
3
日
〜
7
日
）

の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品　
陶
芸
、
絵
画
、
手
芸　
ほ
か

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

応
募　
11
月
12
日
ま
で
に
高
齢
・
障
が
い

福
祉
課
ま
た
は
障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ問
合
先　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　
☎（
275
）６
２
９
４

泉
南
ブ
ロ
ッ
ク
障
害
者
就
職
面
接
会

　
積
極
的
に
障
が
い
者
雇
用
を
検
討
さ
れ

て
い
る
企
業
が
参
加
し
ま
す
。

「無料」とアナウンスしながらトラックで巡回している業者を
呼び止め、廃品回収を依頼した。作業前に、無料であることを確
認したが、不用品を軽トラックに積み終えたとたんに6万円を
請求された。話が違うと抗議したが、「回収代金は無料だが、積
み込み料金は発生する」と言われた。しつこく請求されたので、
仕方なく手持ちの3千円だけ支払った。残金は近いうちに取り
に行くと言われたが、支払わなければいけないのか。領収証も
ないし、業者の住所や電話番号もわからない。（60歳代女性）

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r「無料」のはずが６万円

廃品回収サービスのトラブル

休館日 土・日曜日、祝日

「無料回収」をうたって巡回している廃品回収業者に依頼しても、積み込み時に
料金を請求されるケースがあるので注意しましょう。 粗大ごみや不用品の処分

は、お住まいの市町村のルールに従って行いましょう。処分について不明な点がある際
は、市町村に確認しましょう。 一般廃棄物の収集・運搬は市町村の許可を受けた事業者
しか行えません。安易に廃品回収業者に処分を依頼することは、トラブルとなる場合も
あるので避けましょう。 困ったときは、消費生活センターにご相談ください。 

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

ポイ
ント

※国民生活センター「見守り新鮮情報第254号」から抜粋・イラスト黒崎玄

※休館日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください
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日
時　
12
月
5
日
（
水
）
午
後
2
時
〜
4

時
（
受
付
：
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

場
所　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
（
1
階
）

問
合
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
大
津

　
　
　
☎
０
７
２
５
（
３
２
）
５
１
８
１

　
　
　
（
部
門
コ
ー
ド
４
４
♯
）

11
月
21
日
に
市
内
の�

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

放
送
が
流
れ
ま
す

　
地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を

行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
訓
練

で
、
高
石
市
以
外
の
全
国
の
地
域
で
も
同

様
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

放
送
時
間　
午
前
11
時
頃

問
合
先　
危
機
管
理
課

　
　
　
　
☎
（
275
）
６
２
４
７

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
ア
プ
ラ
た
か
い
し
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
南
依
里
チ
ャ
リ
テ
ィ
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ

ル
」
で
の
募
金
13
万
９
４
０
１
円
を
ル
ソ

ン
ド
ゥ
ク
ー
ル
南
依
里
後
援
会
倶
楽
部（
代

表
：
川
西
氏
）
か
ら
文
化
事
業
に
対
し
て
、

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

みん
ないっしょ

に生きる社会を

【
一
言
】

本
音
い
え
て
ま
す
か

作
り
笑
い
し
た
っ
て

ち
っ
と
も
楽
し
く
な
い
で
し
ょ
う

「
や
め
て
」

そ
の
一
言
な
の
に

の
ど
に
ひ
っ
か
か
っ
て
で
て
こ
な
い

暴
力
さ
れ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い

そ
の

な
に
げ
な
い
一
言
で
鼻
が
ツ
ー
ン
と

痛
く
な
る

「
大
丈
夫
？
」

の
一
言
で
な
に
か
が
あ
ふ
れ
て
き
た

私
は
一
人
じ
ゃ
な
い

も
う

作
り
笑
い
な
ん
か
し
な
い

　

大
阪
府
で
は
毎
年
夏
に
、
府
内

小
・
中
学
（
部
）
生
を
対
象
に
、
人

権
啓
発
詩
・
読
書
感
想
文
を
募
集
し
、

入
選
作
品
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
は
第
36
回
詩
部
門　

中
学

校
【
中
学
部
】
の
部
の
入
選
作
で
、

本
市
高
南
中
学
校
１
年
（
現
在
２

年
）
内
田
乃
愛
さ
ん
の
作
品
で
す
。

　

さ
て
、
子
ど
も
の
人
権
を
巡
っ
て

は
、
子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
や
、
い

じ
め
、
体
罰
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
学
校
や
家
庭
、
社
会
環
境
等
が

複
雑
に
絡
み
合
い
深
刻
化
・
多
様
化

し
、
子
ど
も
の
心
身
に
重
大
な
影
響

を
与
え
、
中
に
は
死
に
至
る
よ
う
な

深
刻
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
児
童
買
春
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
お
け
る
児
童
ポ
ル
ノ
の
氾
濫
等

の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
ど
も
が

健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
環
境
の
整
備

や
教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
必
要
も

あ
り
ま
す
。

　

平
成
元
年
に
国
際
連
合
は
、
「
児

童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
（
子
ど
も

の
権
利
条
約
）
」
を
採
択
。
地
球
上

の
全
て
の
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
、

一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
大

人
と
同
じ
よ
う
に
独
立
し
た
人
格
と

尊
厳
を
持
つ
権
利
の
主
体
と
み
な
し
、

人
権
の
尊
重
及
び
確
保
の
観
点
か
ら

必
要
と
な
る
事
項
を
詳
細
か
つ
具
体

的
に
定
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
内
で
は
「
児
童
福
祉

法
」
「
教
育
基
本
法
」
「
少
年
法
」

等
に
加
え
、
平
成
11
年
に
「
児
童
買

春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の

規
制
及
び
処
罰
並
び
に
児
童
の
保
護

等
に
関
す
る
法
律
」
、
平
成
12
年
に

「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」
、
平
成
25
年
に
「
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、

子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
の
法
的

整
備
も
進
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
で
す
。
児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る

深
い
関
心
と
理
解
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
「
い
ち
は
や
く　

知
ら
せ
る

勇
気　

つ
な
ぐ
声
」
こ
れ
は
、
平
成

29
年
度
に
募
集
の
あ
っ
た
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
の
標
語
の
最
優
秀
作

品
で
す
。
こ
の
作
品
に
あ
る
よ
う
に

虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
、
全
国
共
通

で
３
桁
の
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
（
イ
チ

ハ
ヤ
ク
）
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
お

住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

私
た
ち
自
身
が
子
ど
も
の
思
い
を

理
解
し
尊
重
し
な
が
ら
、
地
域
・
家

庭
や
学
校
で
子
ど
も
に
と
っ
て
最
も

よ
い
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
、
行
動

し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で

す
。
そ
し
て
、
「
大
丈
夫
？
」
の
一

言
を
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　
　
　
　

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
275
）
６
２
７
９

子どもの人権

お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス



学力について、「筋道立てた思考をし、自分の
考えを書く力」に課題があることがわかりまし
た。日々の学習指導の中で、「目的や意図に応
じて、自分の考えが伝わるように書く活動」等、
効果的な言語活動を取り入れた学習指導を充実
させ、表現力の伸長を目標とした取組みを進め
ていきます。一方で、無解答率について、小学
校で大きく減少し、取組みの成果と考えます。

全国学力・学習状況調査全国学力・学習状況調査
平成 3 0 年 度平 成 3 0 年 度

　全国で4月に実施された平成30年度全国学力・学習状況調査における本市の結果（概要）の
一部をお知らせします。調査の結果は、学力の特定の一部であり、児童生徒の学力の全てを表
すものではありません。結果を把握・分析することで、今後の教育に関する課題を明確にし、
その改善を図ることに役立てていきます。 詳しくは、市ホームページをご覧ください。
問合先　学校教育課 ☎（275）6434

質問紙調査について、「人の役に立つ人間にな
りたい」という項目で、小中学校ともに昨年度
の数値を上回っており、自己有用感が向上して
いることがわかりました。また、「家庭学習の
時間」「読書をする時間」について、短時間し
かしない人、全くしない人の割合が、全国より
も非常に多いことが課題です。学校で学んだこ
とを定着させるためには、家庭学習にしっかり
と取り組むことが大切です。また、文章を読み
取る力は、読書量と大きく関わります。家庭学
習の時間や読書をする時間を充実させられるよ
う、機会設定、啓発等に取り組んでいきます。

正答率
国語A・B区分、算数 B区分が大阪府・
全国平均を下回っていますが、算数
A 区分では、大阪府・全国平均とも
に少し上回っています。理科は全国

平均は下回っていますが、大阪府平

均を上回る結果です。

設問別
国語では、「目的や意図に応じて簡単
に書いたり詳しく書いたりする力」、
算数では、「問題場面から見出した数
量の関係を基に、論理的、発展的に
考察し、数学的に表現する力」に課
題がみられます。

正答率
国語・数学の A・B 区分、理科いず
れも大阪府・全国平均を下回る結果
です。

領域別
すべての領域において、大阪府・全
国平均を下回る結果です。

設問別
国語では、「文章の構成や展開、表現
の効果について考える力」、数学では、
「判断の理由を数学的な表現を用いて
説明する力」に課題がみられます。

小学校小学校

中学校中学校

※A区分（主として「知識」に関する問題）B区分（主として「活用」に関する問題）

※A区分（主として「知識」に関する問題）・B区分（主として「活用」に関する問題）

調査により見えたこと

たかいし教育ビジョンの推進
　市教育委員会では、たかいし教育ビジョン（高
石市教育振興基本計画）を策定し、知・徳・体
のバランスのとれた教育活動を展開していま
す。今後とも、学校・家庭・地域と協働した取
組みを一層推進し、「確かな学力」を育む学力
向上施策の充実を図るだけでなく、「豊かな人
間性」「規範意識の醸成」を育むことにも重点
をおき『生きる力』を養っていく総合的な教育
活動を行う学校園づくりを進めていきます。

▶携帯電話・スマートフォンの使い方
家庭でのルールづくり・学校への持ち込み
禁止等、使い方についてまとめたリーフレッ
トを配布しています。

▶自学自習力を育むワークブック問題
小・中学校全学年の児童生徒が、放課後や
家庭学習で自主的に学習することができる
教材を大阪府教育委員会が配信しています。

学力・学習状況調査（小学校）　実施日：4月 18日　　対象：6年生・・・7校 492人

学力・学習状況調査（中学校）　実施日：4月 18日　　対象：3年生・・・3校 517人

▶高石市小・中学校学力向上大作戦
各学校における学力向上を含む改善方策を
再検討し、学校毎にプランニングシートに
まとめ、より学力向上に向け、具体的な実
践に取り組んでいくものです。学校毎にま
とめらたプランニングシートは市ホーム
ページに掲載しています。
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課題解決
に向けて

今回の結果を受けて、各学校の学力改善策を検討し、それに基づいた学力向
上のための取組みをこれまで以上に行っていきます。ご家庭でも上記の家庭
学習や読書の課題を重点として、引き続き、ご協力をお願いします。
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更なる学力の向上と
学習状況の改善のために
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組みを一層推進し、「確かな学力」を育む学力
向上施策の充実を図るだけでなく、「豊かな人
間性」「規範意識の醸成」を育むことにも重点
をおき『生きる力』を養っていく総合的な教育
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